
氏名 高橋　博子

学部担当科目

・史基礎演習II　・西洋史演習I(三）　・西洋史演習I I(三）
・史学演習I（二十）　・史学演習II（二十）　・史料購読I（十三）
・史料購読II（十三）　・史料購読III（十三）　・史料購読I V（十三）
・国際交流特殊講義I（三）　・国際交流史基礎講義 I　　・学問と社会

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

文献史学特論（一）
授業科目

卒業論文作成のために、国立国会図書館関西館の利用を勧めた。そこでの調査結果が卒業論文に反
映された。インターネットでの史料収集や映像試聴の方法を教えることに力を入れた。また、ゼミ学外研
修として国立民族学博物館を訪問した。

・明治学院大学国際平和研究所研究員
・南山大学大学院非常勤講師
・日本平和学会理事
・日本パグウォッシュ会議運営委員
・広島平和記念資料館資料調査研究会委員
・第五福竜丸平和協会専門委員
・NHKスペシャル「原爆初動調査 隠された真実」（初回放送日：2021年8月9日放送）番組協力
・NHK BS1スペシャル「原爆初動調査 隠された真実」（初回放送日: 2021年12月29日）番組協力

　【研究上の特記事項】

・科研費基盤研究（C）「広島・長崎原爆による黒い雨・米核実験による放射性降下物の歴史的検証」
（研究代表：高橋博子　研究機関：奈良大学）（2021年度―2024年度）
・基盤研究（B）『放射性物質の政治文化史に関する国際比較』（研究分担者　研究代表：木戸衛一　研
究機関：大阪大学）（2018年度―2020年度）
・科研費基盤研究（B）「放射線防護体系に関する科学史・科学論的研究から市民的観点による再構築
へ」（研究分担者　研究代表：柿原泰　研究機関：東京海洋大学）（2021年度―2025年度）

令　和　３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

・文化史学会会員　・日本政治学会会員　・日本アメリカ学会会員
・日本平和学会会員　・日本アメリカ史学会会員　・日本国際政治学会会員
・同時代史学会会員　・日本科学史学会会員　・Organization of American Historians　会員

広島・長崎原爆による黒い雨・米核実験による放射性降下物の歴史的検証

同志社大学文学研究科博士後期課程

博士（文化史学）

アメリカ史、グローバルヒバクシャ研究

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

紀要編集実行委員会委員
総合研究所委員会委員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目



（著書）

共著

単著

共著

共著

単著

単著

共著

②講演会「シリーズ　アメリカ
合衆国史」第３回合評会・第
３巻『２０世紀アメリカの夢
世紀転換期から1970年代』
司会

⑤気象学者の約束（Pledge):
黒い雨調査

④隠されたフォールアウト

③黒い雨被害とともに過小
評価されてきた日本全国の
マグロ漁船ビキニ被ばく

科研費基盤研究（C）「広島・
長崎原爆による黒い雨・米
核実験による放射性降下物
の歴史的検証」・日本パグ
ウォッシュ会議

①グローバルヒバクシャ分科
会

（学術論文）

2021年5月

2021年10月

2021年6月

③

（学会発表）

①書評論文「グローバル・
フォールアウトをめぐる核超
大国と反核平和運動の攻防
Higuchi, Toshihiro, Political
Fallout: Nuclear Weapons
Testing and the Making of a
Global Environmental Crisis.
Stanford: Stanford
University Press, 2020.」

②

2022年3月

②

③

①Living in a Nuclear World:
From Fukushima to
Hiroshima ［核の世界に生き
る：フクシマからヒロシマへ］
(History and Philosophy of
Technoscience)

Routledge: London

南山大学アメリカ研究セン
ター主催シンポジウム

科学技術社会論学会後の
自由研究集会

南山大学　名古屋アメリカ研
究会

日本平和学会

2021年11月

2021年12月

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

『平和研究』2021年
57 巻 p. 167-172.

 発行日: 2021/12/25
公開日: 2021/12/25

概　　　　　　　要

科研プロジェクトとして、日本パグウォッ
シュ会議と共催で気象学者の増田善信
氏と毎日新聞の小山美沙氏を招いて、
オンラインにて講演会を開催し、司会を
務めた。

講演会「シリーズ　アメリカ合衆国史」第
３回合評会・第３巻中野耕太郎著『２０世
紀アメリカの夢　世紀転換期から1970年
代』（岩波書店）にて司会を務めた。

オンラインで開催された日本平和学会
グローバルヒバクシャ分科会にて討論
者を務めた。

Higuchi, Toshihiro, Political Fallout:
Nuclear Weapons Testing and the
Making of a Global Environmental
Crisis. Stanford: Stanford University
Press, 2020.の書評論文として、本著の
平和学会・平和研究への意義について
論じた。（p. 167-172）

科学技術社会論学会で実施された”被
曝・健康被害を隠蔽する「科学の誤
用」”のセッションの後の自由研究集会
「広島・長崎・福島・グローバルヒバク
シャをつなぐもの」にて問題提起を行っ
た。

Bensaude-Vincent, Bernadette Boudia,
Soraya, Sato, Kyoko, eds., Living in a
Nuclear World: From Fukushima to
Hiroshima ［核の世界に生きる：フクシマ
からヒロシマへ］(History and Philosophy
of Technoscience)に“10. Continuing
Nuclear Tests and Ending Fish
Inspections: Politics, Science, and the
Lucky Dragon Incident in 1954,” と題し
て論文を寄稿した。（２０３−２２１頁）

南山大学アメリカ研究センター主催シン
ポジウム「ポスト・コロナの日米関係と世
界の展望：第２次世界大戦からポスト・コ
ロナへ」で報告を行った。



単著

単著

単著

共著

単著

単著

単著

④ウェビナー「過去をふり返
り未来を見据える：核被災者
に正義を（IALANA Webinar
- Looking Back and Looking
Ahead: Give Justice to
Nuclear Victims!)]

②命を捨てて進んだ原子力
開発の歴史

（その他）

③コラム①現代における軍
事と科学

①核兵器禁止条約発効によ
せてー地球をひっくり返して
みよう

2021年7月No815

国際反核法律家協会・日本
反核法律家協会

岩波書店

『週刊金曜日』」2021年10月
29日（１３５１号）

『学習の友』

高木基金だより2022年3月

2022年3月

2021年12月

2021年10月

国際反核法律家協会・日本反核法律家
協会共済の国際ウェビナーで第一部の
司会を務めた。

『シリーズ　戦争と社会』第１巻にてコラ
ムを寄稿した。

「子ども被災者支援法」の理念が形骸化
していった背景として日米核開発推進
の歴史があることを論じた。（３２−３５頁）

核兵器禁止条約に賛成し批准した国々
に南半球の国が多いことに着目し、核
兵器を脅しの論理で「抑止」するのでな
く、植民支配されたり核実験場にされた
側から「禁止」の声を高めてゆく意義に
ついて論じた。

⑤核をめぐる強者の論理を
歴史研究から解き明かす

⑥バッハIOC会長、人類初
の核実験の日に広島訪問

2021年7月 東京新聞
バッハIOC会長がトリニティ実験の日で
ある7月16日に広島を訪問することに対
してコメントした。

高木基金菅波完事務局長によるインタ
ビュー

⑦ルポ「ヒロシマ」に検閲の
跡

2021年8月 中国新聞

ニューヨーク・タイムズに掲載されたジョ
ン・ハーシーの「ヒロシマ」に検閲の跡が
ある事を発見した繁沢敦子氏の資料に
ついて、その意義をコメントした。

⑧（核軍縮のゆくえ　NPT会
議再会へ②）保有国に被爆
者の声を

2021年12月 長崎新聞他
NPT会議についてのインタビュー記事。
共同通信配信で長崎新聞、福井新聞、
西日本新聞などに掲載された。

広島原水協
zoomにて広島の会場をつなげ、講演を
行なった。

⑨ビキニデー前に核廃絶訴
え　東区で県原水協が集会

2022年3月 中国新聞
広島での講演「封印された放射性降下
物」について報道された。

⑩核兵器禁止条約に寄せ
てー核抑止論と被ばくから
の脱却

2021年12月 奈良核兵器廃絶を求める会 奈良県文化会館にて講演を行なった。

11 原爆・核実験の隠された
歴史〜米軍特殊兵器計画と
被ばく研究〜

2022年2月 宮城原水協 zoomにて講演を行なった。

12 封印された放射性降下
物〜黒い雨・ビキニ水爆被
災

2022年2月


